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43205水俣
市

②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

総合的な学習の時間で、学習
支援に参加する地域ボランティ
アを探し、依頼する手続きが、
教員の負担となっている。

市全体で地域学校協働活動推進員を中
学校区に1人ずつ、計４人配置し、学校と
地域の連絡調整等を行う。また新たなボ
ランティアを発掘し、教員の業務の負担軽
減を図る。

学校から相談を受けた地域学校協働活
動推進員が、学習支援のために学校支
援ボランティアリストの中から適任のボラ
ンティアに依頼し、学校の要望に応じるこ
とで教員の負担軽減を図ることができた。

学校支援ボランティアを増やし、
授業に求められる人材をリスト化
することで、学校の要望に応え
地域と学校を結ぶ。

ボランティアとしてリ
ストに登録した人数 42 人 45

43205水俣
市

③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

放課後の時間を活用して児童
生徒の学習の補充的な指導に
当たっているが、全校11校（小7
校、中4校）で指導者を確保出
来ていない。

全校で指導者が確保できるよう、学校と
連携し、指導者数を増やすことで子供た
ちの学力の底上げを図る

令和7年度は、全校11校（小7校、中4校）
のうち、8校（小6校、中2校）と前年度に比
べ中学校2校の指導者を確保することが
でき、子供たちの学力向上に繋がった。

学校と連携し、指導者を登録（確
保）することで、市全体の学力向
上を目指す。

指導者を登録（確保）
した人数 8 人 9

令和８年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」交付申請関係様式

●令和８年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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